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岩瀬さんあいあいさん

おからのサラダ

彩り黒酢肉だんご しじみカレー

さといも羊かん

照沼さん淺野さん
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12
月
11
日
、
茨
城
町
産
の
食
材
を
使
い
、
町

が
元
気
に
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
料
理
を
競

う
「
元
気
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
終
審
査
と

表
彰
式
が
パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城
水
戸
セ
ン
タ
ー

（
桜
の
郷
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
産
地
消
と
食
育
運

動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
産
の
野
菜
、
畜
産
物

な
ど
の
食
材
を
使
っ
て
作
る
ア
イ
デ
ア
料
理
を

競
う
も
の
で
、
今
回
は
42
品
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
終
審
査
会
は
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
総
料
理
長

の
二
木
真
人
さ
ん
を
審
査
委
員
長
と
し
た
計
12

人
の
審
査
員
が
、
独
創
性
・
味
覚
・
普
及
性
な

ど
を
採
点
し
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
今
後
地
産
地
消
・
食
育
運
動
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

優秀賞及び特別賞受賞者（敬称略）
特別賞 作品名 受賞者名

大涸沼漁業協同組合
代表理事組合長賞

小松菜のパンナ
コッタ

岩瀬　慶美

茨城県信用組合会長賞 さつまいもケーキ 坂場　明子
イオンタウン株式会社
水戸南モールマネージャー賞

つと豆腐のはさみ揚 竹村　景子

生活協同組合パルシステム茨城
理事長賞

エビマヨのフルー
ツサラダ

小野瀬　ショイ

茨城町商工会長賞
焼きいもプリン
（さつまいも）

飯田　弘子

茨城町観光協会長賞 里芋のキャベツ巻き 皆川　信子
水戸農業協同組合
代表理事組合長賞

うまっカブのひき
肉詰煮

石川　昌子

大涸沼漁業協同組合
代表理事組合長賞

塩麹ドレッシング
のいろいろサラダ

東ヶ﨑　雅美

茨城県信用組合会長賞
チーズ入りかぶの
肉巻き煮

三堀　千枝子

イオンタウン株式会社
水戸南モールマネージャー賞

辛味噌 菊池　とよ子

生活協同組合パルシステム茨城
理事長賞

米粉蒸しパン バードフレンド

茨城町地産地消・食育運動

“きらり２０１２” 元気料理コンテスト　受賞者決定！

スイーツ部門　　最優秀賞及び茨城町長賞

受賞者　岩瀬　佳江さん

主食部門　　最優秀賞及び茨城町商工会長賞

受賞者　ひろうら直売所　あいあい　さん

惣菜部門　　最優秀賞及び茨城町観光協会長賞

受賞者　淺野　冨士子　さん

創作部門　　最優秀賞及び水戸農業協同組合
　　　　　　　　　　　　代表理事組合長賞

受賞者　照沼　和彦　さん

祝　

成
人
３
３
２
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　

１
月
13
日
、
平
成
25
年
茨
城
町
成
人
式
が
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
内
で
男
性
１
７
９
人
、
女
性
１
５
３

人
の
新
成
人
が
誕
生
。
会
場
で
は
色
鮮
や
か
な
振
袖

や
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

沢
山
の
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表

し
て
根
﨑
倭
さ
ん
（
奥
谷
）
は
、「
困
難
な
状
況
に
陥
っ

た
時
で
も
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。」
と
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

二
十
歳
の
声
成
人
式
を
迎
え
た
心
境
や
今
後
の
抱

負
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　成人式を迎えましたが、ま
だ成人になったという自覚が
あまりありません。まだ学生
なので、社会に出るまでには
大人としての自覚を持って社
会の役に立てるようになりた
いと思います。

小沼　聡さん（谷田部）

　成人式を迎え今日までを振り
返ると、多くの方のお陰でこの
日を迎えられたことを実感しま
した。家族・恩師・友人・色々
な方に感謝したいと思います。
　これからは色々なことを経験
し、苦しいこと、嫌なことから
逃げることなく自分と向き合っ
て、前向きに大人としての自覚
を持ちたいと思います。

岩爪　彩瑛さん（長岡）

　成人式に参加して、「20 歳
になったんだな、その一員な
んだな。」と実感してとても
緊張しています。
　20 歳の目標として、新た
なことに挑戦していけたらと
思います。

大石　結さん（小幡）

　色々な方から信頼され、中
身のある人間になっていきた
いです。

鳥羽田　愛実さん（小堤）

　これからは、成人としての
自覚を持ち行動していこうと
思います。

久保田　晃一さん（前田）

　立派な大人として自分で
責任を持って行動しようと
思います。春から保育士と
して子どもたちと関わって
いくので頑張りたいと思い
ます。

小沼　美穂さん（長岡）

　支えられる側から支える
側になれるよう努力しま
す。

根﨑　倭さん（奥谷）
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学
官
連
携
企
画

い
ば
ら
き
「
ま
ち
の
発
見
伝
」
N
O
．
12

若
者
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

　
　

参
加
し
て
も
ら
お
う
！
②

～
常
磐
大
学
砂
金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
企
画
室
～

　

私
た
ち
常
磐
大
学
砂
金
（
い
さ
ご
）
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
絆
」
が
あ
ら
た
め
て

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
住

民
と
行
政
が
協
力
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
た
事
例
を
三
つ
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
例
①　

県
民
交
流
広
場
（
兵
庫
県
）

　

私
が
紹
介
す
る
事
例
は
、兵
庫
県
の
『
県

民
交
流
広
場
』
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

な
ど
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
る
「
活
動
の

場
」と
、そ
こ
で
営
ま
れ
る
住
民
に
よ
る「
手

づ
く
り
の
活
動
」
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

兵
庫
県
が
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
県
民

交
流
広
場
の
た
め
の
整
備
費
や
活
動
費
へ

の
助
成
な
ど
を
行
い
、
地
域
を
舞
台
と
し

た
子
育
て
、
防
犯
、
環
境
・
緑
化
、
生
涯

学
習
、
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
彩
な

分
野
の
活
動
を
通
じ
た
元
気
と
安
心
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
県
民
交
流
広

場
の
成
果
と
し
て
、『
意
識
改
革
・
関
心
の

高
ま
り
』『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
活
動
の

魅
力
ア
ッ
プ
』『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
深
化
』『
人
づ
く
り
』
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
モ
デ
ル
事
業
の
市
町
村
へ
の
プ
ラ

ス
効
果
と
し
て
は
、『
市
町
村
の
取
り
組
み

の
誘
発
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
県
民

交
流
広
場
で
す
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に

２
か
年
に
わ
た
る
モ
デ
ル
事
業
の
蓄
積
を

生
か
し
な
が
ら
、
そ
の
財
源
と
し
て
第
７

期
の
法
人
県
民
税
超
過
課
税
（
税
収
期
間
：

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
）

を
活
用
し
て
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
つ

ま
り
、
こ
の
県
民
交
流
広
場
と
い
う
事
業

は
、
一
朝
一
夕
に
計
画
さ
れ
実
行
さ
れ
た
の

で
は
な
く
事
前
の
備
え
を
し
た
う
え
で
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
民
交
流
広
場
事
業
を

通
じ
て
、
身
近
な
施
設
の
充
実
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
土
台
と
な
る
「
場
」
が
整
え
ら
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
的
に
「
参
画
と
協
働

の
５
要
素
（
と
も
に
知
る
、
と
も
に
考
え

る
、
と
も
に
取
り
組
む
、
と
も
に
確
か
め

る
、
と
も
に
支
え
る
）」
を
実
践
し
て
い
く

き
っ
か
け
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
そ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
行
政

は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
り
、
一
番
大

切
な
の
は
、
こ
う
し
た
行
政
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
つ
つ
、「
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
何

を
す
る
か
・
何
を
し
た
い
か
」
を
、
そ
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
む
住
民
自
身
が
考
え

る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。【
皆
藤　

篤
】

事
例
②　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

『
ム
ー
バ
ス
』（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

　

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ

の
地
域
を
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ

て
住
み
よ
い
場
所
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
福
祉
の
面
で
は
、

高
齢
者
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
で
す
。

　

東
京
都
武
蔵
野
市
は
先
進
的
な
福
祉
施

策
を
展
開
し
て
い
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
先
駆
け
で
あ
る
ム
ー
バ
ス
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
ム
ー
バ
ス
と
は
、
路
線
バ
ス
網

か
ら
遠
く
離
れ
、
通
路
が
狭
い
住
宅
街
と

駅
周
辺
の
間
を
走
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
料

金
は
距
離
に
関
係
な
く
大
人
・
子
供
一
律

百
円
の
運
賃
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）
で

提
供
し
て
い
る
も
の
で
す
。
１
９
９
５
年
に

運
行
を
開
始
し
、
徐
々
に
路
線
と
ル
ー
ト

を
増
や
し
て
い
き
、
現
在
で
は
７
路
線
９

ル
ー
ト
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

一
日
平
均
５
千
人
の
足
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
て
、
平
成
24
年
７
月
に
は
累
計
乗
車
人

員
が
３
千
万
人
を
突
破
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ム
ー
バ
ス
が
誕
生
し
た
き
っ
か
け
は
、
交

通
不
便
を
訴
え
る
市
民
か
ら
の
一
通
の
手

紙
で
し
た
。
利
用
者
は
予
想
よ
り
も
多
く
、

乗
客
は
増
え
続
け
、
２
０
０
０
年
に
は
黒

字
に
転
じ
て
関
係
者
を
大
い
に
驚
か
せ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ム
ー
バ
ス
の
運
行

開
始
以
降
、
同
様
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム
が
市
町
村
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
全
国
各
地
に
広
ま
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
成
功
を
物
語
っ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ム
ー
バ
ス
に
は
ス
テ
ッ
プ
の
装
備
、
子
連

れ
用
の
１
．
５
人
掛
け
シ
ー
ト
、
誰
で
も
自

由
に
使
え
る
貸
出
し
用
の
傘
の
常
備
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ
ー
ド
の
設
置
等
、
利
用
者
の

た
め
の
様
々
な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
が
利
用
者
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
ム
ー
バ
ス
が

走
り
出
し
た
こ
と
に
よ
り
80
歳
以
上
の
高

齢
者
の
70
％
が
、
65
～
79
歳
で
は
53
％
が

外
出
回
数
が
増
え
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
高
齢
者
に
気
軽

な
外
出
を
促
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
地
域
を
住
み
よ
い
場
所
に
す
る
た
め

に
交
通
環
境
を
良
く
す
る
と
い
う
方
法
は
、

交
通
弱
者
の
外
出
を
増
や
し
、
地
域
の
絆

を
強
め
る
こ
と
に
繋
が
る
ひ
と
つ
の
方
法
で

あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

【
佐
藤
紘
平
】

事
例
③　
「
昭
和
の
町
」
で
空
き
店
舗
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）

　

大
分
県
豊
後
高
田
市
は
大
分
県
北
部
に

位
置
す
る
人
口
約
２
万
３
千
人
の
市
で
す
。

こ
の
街
は
現
在
「
昭
和
の
街
」
と
し
て
全

国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

豊
後
高
田
市
に
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で

東
側
に
２
つ
の
商
業
街
が
あ
り
、「
豊
後
高

田
市
の
顔
」
活
気
あ
ふ
れ
る
街
並
み
を
形

成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
の
郊
外

へ
の
流
出
と
、
こ
れ
に
伴
う
商
業
施
設
の

郊
外
展
開
が
進
展
し
た
こ
と
が
原
因
で
空

き
店
舗
が
増
え
、
商
業
機
能
の
空
洞
化
が

危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
豊
後
高
田
市
と

そ
の
周
辺
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
楽
し
く

暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
豊
後
高
田
市
は
平
成
14
年
、「
昭

和
の
町
に
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
創
出
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
住

民
と
商
工
会
議
所
、
そ
し
て
行
政
が
協
力

し
、
残
っ
て
い
た
古
い
店
舗
は
修
繕
し
、
ま

た
新
し
い
店
舗
も
昭
和
30
年
代
風
に
改
装

し
て
「
昭
和
30
年
代
の
街
並
み
」
を
再
現

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
は
、地
域
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
「
交

流
施
設
」
の
整
備
す
る
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
交
流
施
設
は
、平
日
は
碁
会
所
（
囲

碁
、
将
棋
）、
休
憩
談
話
室
等
に
、
土
曜
日
、

日
曜
日
は
各
種
講
座
の
教
室
や
町
を
訪
れ

た
方
へ
の
休
憩
の
場
と
し
て
利
用
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
年
間
を
通
じ
て
高
齢
者
の
作

品
等
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
昭
和
の
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

が
功
を
奏
し
、
豊
後
高
田
市
に
は
、
懐
か

し
さ
に
惹
か
れ
て
年
間
20
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
空
き
店
舗
だ
っ
た
施
設
の
利
用
率
が

向
上
し
、
現
在
の
来
館
者
は
月
に
平
均
し

て
千
人
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

中
に
は
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
の
町
」
の
成
功
の
陰
に
は
、
地

元
住
民
や
商
工
会
議
所
、
そ
し
て
行
政
の

10
年
以
上
に
わ
た
る
協
力
と
試
行
錯
誤
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
地
域
を
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
主
体
が
立
場
を
超

え
て
、
同
じ
目
的
の
も
と
に
一
体
と
な
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。　
【
竹
田
祥
悟
】

　

茨
城
町
で
は
、
地
域
課
題
に
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な

地
域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
常
磐
大
学
と
官
学
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

前
号
に
引
き
続
き
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
常
磐
大
学
砂
金
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
三
年
生
よ
り
、
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

「
地
域
住
民
と
自
治
体
の
連
携
を
！
」

　

今
回
取
り
上
げ
た
三
つ
の
事
例
に
共
通
す

る
の
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と
自
治
体
が
連

携
し
た
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
達
成
し
た
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
民
と
官
と
両

方
の
力
が
必
要
で
す
。

　

次
号
で
は
、
民
と
官
が
協
力
し
て
若
者
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
た
事
例
を
い

く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　

☎
（
２
４
０
）
７
１
２
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

　

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
。（
茨
城
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
）

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

漏
水
か
な
と
思
っ
た
ら
・
・
・

水
道
の
使
用
水
量
が
急
に
増
え
た
場
合

は
、
宅
内
の
ど
こ
か
で
、
水
が
漏
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
そ

の
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
度

水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
確
認
方
法

　

宅
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
（
水
の
出

て
い
な
い
状
態
に
す
る
）、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
確
認
す

る
。（
銀
色
の
傘
マ
ー
ク　

写
真
参
照
）

　

こ
の
と
き
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少
し

で
も
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
内
の
ど
こ
か
で
水

が
漏
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
茨
城
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
漏
水
修
理
工
事
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
料
金
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道

課
ま
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
以
外
で
使
用
水
量
が
急
に
増
え

た
場
合
は
、
他
に
原
因
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
原
因
が
不
明
の
と
き
は
、

水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

水
道
課　

☎
（
２
９
２
）
０
２
３
５

パイロットマーク
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☆　活　　動　　予　　定　☆

★　子育て相談・定期相談日　★
＊町保健センター等の関係機関と連携しています。
・日　時：　３/４（月）、25（月）午前 9時 30 分～正午　【受付場所：子育て支援センター　事務室】

★　読み聞かせ　★　－参加自由－
＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定しています。
・日　時：３/６（水）、23（土）午前 10 時 45 分～午前 11 時　【場　所：遊戯室「まんまるーむ」】

【問合せ先】保健福祉部こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０（直通）
『茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内』

≪情報提供≫　◎町内各幼児施設、関係各機関（団体）の子育て支援情報の提供
　　　　　　　　　・ゆうゆう館エントランスホールの情報コーナーにおいて、最新の情報を提供しております。

★　遊戯室『まんまるーむ』開放　★ 日曜、祝日を除く午前 9時～午後 5時

★　『ミニ・セミナー』　★　－参加自由－
＊親子でふれあって遊んだり、歌をうたったり、楽しい時間を過ごしましょう。
・実施時間：10 分程度　　【場所：遊戯室「まんまるーむ」】　・随時実施致します。

詳細はお問合せください。

町子育て支援センターでは，子育て親子に寄り添いながら

親子でふれあい，子どもとの絆づくりを大切にした活動を行なっています。

～ 遊 び に お い で よ ～

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 3月

『わいわい発表会』　開催日：３月１３日（水）

～たくさんのあたたかい思いに包まれて、親子のふれあいのひとときを～

◎保健師による健康・育児相談・身体測定
◎管理栄養士による食の相談、乳幼児食のメニュー紹介
【時間】午前９時～正午　【場所】保健センター　健診室
・ お子さんのこと、ご自分のことで何か聞いてみたい
ことなどがありましたら話を聞くことができます。

◎子育てボランティア、関係各機関（団体）による発表
【時間】午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分
【場所】エントランスホール　
・ 子育て親子を支援する子育てボランティアや各
団体による、読み聞かせやふれあい遊びなどの
発表。お子さんと一緒に楽しめます。（保健師による身体測定）

（ボランティアによる発表の様子）

わいわい発表会は子育て中の保護者をサポートしようと、未就学児とその保護者を対象に行う手作りの発表会です。

【みんなで町を歩こう】のご案内　～ウォーキングで心も体もリフレッシュ～
　健康増進課では、健康づくりの一環として、若い人から年配の人まで楽しんで気軽にウォーキング
できる“歩く会”をシリーズで開催しています。今回は、その第４弾として“長岡地区を歩こう‼”
を実施します。家族やお友達など、お誘いあわせの上、ご参加下さい。
　すがすがしい新年を迎え、寒い中にも春の訪れを感じながら、長岡地区のウォーキングコースを歩
くことで、心身ともにリフレッシュできること間違いなしです。ぜひこの機会に日頃のストレスを解
消しましょう。
　皆さんのご参加、お待ちしております。
【日 　 　 時】　平成 25 年２月 24 日（日）　　午前９時～午前 11 時（受付は午前 8時 30 分から）
【集 合 場 所】　長岡小学校駐車場
　　　　　　　（お車の駐車については、現地の指示に従ってください。）
【参 加 方 法】　当日、午前 9時までに集合場所にお集まり下さい。
【参 加 費 用】　1人あたり 30 円（傷害保険代として）
　　　　　　　※ただし、町ウォーキングの会会員は無料です。
【持参する物】　飲料水、帽子、雨具、タオル等
【歩くコース】　長岡地区のウォーキングコース（約 4ｋｍ）
【そ　の　他】　雨天の場合は中止となります。
【問 合 せ 先】　茨城町健康増進課　　☎２４０－７１３４

　

茨
城
町
で
は
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
助
成（
二
千
円
、一
回
限
り
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
か
ら
個
別
に

郵
送
し
て
お
り
ま
す
予
診
票
を
、
医
療
機
関
へ
持
参
し

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
票
に
同
封
し
て
あ
る
医
療
機
関
一
覧
以
外
で
は

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
情
に
よ
り
一
覧

以
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
健
康
増
進
課
（
☎
２
４
０

－

７
１
３
４
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
方
へ

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肺
炎
が
増
加
し
ま
す
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
か
か
る
と
、ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ

て
の
ど
や
気
道
の
粘
膜
が
傷
つ
け
ら
れ
，
気
道
が
も
と
も
と

持
っ
て
い
る
感
染
を
防
ぐ
し
く
み
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り

ま
す
。
す
る
と
、
気
道
か
ら
細
菌
が
侵
入
し
、
肺
で
増
殖
し

て
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
特
に
、
肺
炎
球
菌
が
原
因
の

肺
炎
は
重
症
化
し
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
治
療

薬
で
あ
る
抗
生
物
質
が
効
き
に
く
い
肺
炎
球
菌
が
増
え
て
き

て
，
治
療
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
予
防
が
大
切
で
す
。

◇
肺
炎
を
予
防
す
る
に
は

（
１
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
の
予
防
に
努
め
る

　

○
外
出
後
は
こ
ま
め
に
手
洗
い
う
が
い
を
す
る

　

○
マ
ス
ク
を
つ
け
、
人
混
み
を
さ
け
る

　

○
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
切
な
湿
度
（
50
％
〜
60
％
）

　

を
保
つ

　

○
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

（
２
）
口
の
中
を
清
潔
に
す
る

　

口
の
中
の
細
菌
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
肺
炎
予
防
に
な
り

ま
す
。

（
３
）
予
防
接
種
を
受
け
る

　

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
肺
炎
の
発
症
を
完
全

に
防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
症
化
を
防
ぎ
、
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
効
果
は

５
年
間
持
続
し
ま
す
。

　

 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
併

用
す
る
と
、
肺
炎
に
か
か
る
確
率
が
低
下
す
る
デ
ー
タ
が

で
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課　

☎
（
２
４
０
）
７
１
３
４

◇
平
成
23
年　

肺
炎
は
死
因
の
３
位
に
！

　

平
成
23
年
厚
生
労
働
省
の
統
計
で
、
肺
炎
は
脳
血
管

障
害
に
代
わ
っ
て
死
因
の
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
75
歳
以
上
に
な
る
と
肺
炎
で
の
死
亡
率
が
急

激
に
増
加
し
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

場　所：ゆうゆう館－参加自由－
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12/３
（月）

「シェフが幼稚園にやってきた」

　幼稚園をレストランに変身させ、子どもたちにシェフが調理した地元
食材を使った料理を味わってもらう「シェフが幼稚園にやってきた」が
いばらき幼稚園（小堤）で行われました。
　これは、子どもたちに地元食材を味わってもらうとともに、“食べる”
ことの大切さを楽しみながら知ってもらおうと、茨城県司厨士協会と茨城
県農業法人協会の協力により実施されたものです。当日は京成ホテルの二
木総料理長をはじめとして、６人のシェフが幼稚園を訪れ、地元食材を使っ
たサツマイモのスープやトマトのスパゲッティなどを振る舞いました。
　デザートにクリスマスケーキが出てくると、子どもたちは歓声をあげ
て喜び、一足早いクリスマスパーティを堪能しました。食後には、幼稚
園に来てくれたシェフたちへ、子どもたちから歌のプレゼントがありま
した。

　　　　
12/９
（日）

第４２回茨城町
体力づくり駅伝大会

　今回で 42 回目となる茨城町体力づくり駅伝
大会が、105チームの参加のもと開催されました。
　選手たちは師走の寒空の下、涸沼自然公園と
その周辺の道路を精一杯走り、タスキを次の仲
間へとつなぎました。
　主な結果は以下の通りです。
〇一般男子の部▼１位 チーム百里、２位 警察学校Ａ、
３位 警察学校Ｂ
〇一般女子の部▼１位 警察学校、２位 常磐なでしこ
〇高校男子の部▼１位 茨城東高校バドミントン部男子
〇高校女子の部▼１位 茨城東高校バドミントン女子
〇中学男子の部▼１位 桜丘中駅伝部、２位 明光中陸上
部、３位 桜丘中サッカー部Ａ
〇中学校女子の部▼１位 桜丘中ソフトテニス部Ａ、２位
桜丘中バレー部Ａ、３位 明光中陸上部
〇小学校高学年・男子の部▼１位 長岡ゴールデンキッズ
Ｂ、２位 大戸小学校、３位 涸沼ＳＳＳ　Ｄ
〇小学校高学年・女子の部▼１位 茨城町ミニバスケット
ボールＳＳ　Ａ、２位 さくらバレー、３位 茨城町ミニバ
スケットボールＳＳ　Ｂ
〇小学校低学年・男子
の部▼１位 東茨城リト
ルリーグＡ、２位 長二
フロンティアＡ、３位 
川根小Ｂ
〇 小 学 校 低 学 年・女
子の部▼１位 さくらバ
レー、２位 川根小Ｃ、
３位 茨城町ミニバス
ケットボールＳＳ

　　　　
12/６
（木）

　ゆうゆう館において
「平成 24 年度　中学生
の税についての作文」
の表彰式が行われまし
た。
　この事業は、租税教
育推進活動の一環とし
て、次代を担う中学生
の皆さんに税に対する
理解と関心を深めても
らい、税についての正しい知識を養ってもらうことを目的として行わ
れています。
　今年度も町内中学校から多くの応募があり、審査の結果、下記の作
文が表彰されました。
〇茨城県納税貯蓄組合連合会会長賞
　　「当たり前に感謝」　　　　　　桜丘中学校　２年　小松﨑　千夏
　　「税の大切さ」　　　　　　　　桜丘中学校　３年　中村　真子　
　　「税と私たちの未来」　　　　　桜丘中学校　３年　吉田　有紗
〇水戸地区納税貯蓄組合連合会会長賞
　　「暮らしを支えてくれる税金」　　桜丘中学校　２年　小堤　美咲
　　「税の話を聞いて考えたこと」　桜丘中学校　３年　日下部　望
〇水戸地区納税貯蓄組合連合会　優秀賞
　　「私たちの税金」　　　　　　　桜丘中学校　２年　山口　湧人
　　「大震災と税金」　　　　　　　桜丘中学校　３年　郡司　宗仁
〇全国納税貯蓄組合連合会感謝状
　　茨城町立桜丘中学校
〇水戸税務署管内租税教育推進協議会学校賞
　　茨城町立梅香中学校
〇茨城町長賞
　　「あの時の税金と日本の未来」　桜丘中学校　３年　石井　李奈
　　「税からできるもの」　　　　　梅香中学校　３年　郡司　朋香
〇茨城町教育委員会教育長賞
　　「国を支える税」　　　　　　　桜丘中学校　３年　米川　愛莉　
　　「税金の使われ方」　　　　　　梅香中学校　３年　木村　茉美
〇茨城町納税貯蓄組合連合会会長賞
　　「身のまわりの税金」　　　　　桜丘中学校　２年　鮎澤　里奈
　　「私の意見」　　　　　　　　　梅香中学校　２年　海老沢　真子

　　　　
12/14
（金）

被災地に音楽を
中学校でコンサート

　東日本大震災で被害を受けた方々を音楽で励まそうと、「被災
地に音楽を」を合言葉に（財）日本フィルハーモニー交響楽団で
は各地で無料のコンサートを開催しています。今回、楽団から５
人の演奏者（橋本洋さん /トランペット、中里州宏さん /トランペッ
ト、伊藤恒男さん / ホルン、岸良開城さん /トロンボーン、柳生
和大さん / チューバ）が明光中学校と梅香中学校（桜丘中学校と
合同）を訪れ、生徒たちを前に金管五重奏によるミュージカルの
名曲やクリスマス曲などを披露しました。

　明光中学校の会場では、二年生の瀬谷さんが代表で「震災関係のニュースを見ると今も恐怖がよみがえり
ます。皆さんの演奏で元気をもらい、音楽には人を勇気付ける力があることを改めて認識しました。」とお礼
の言葉を述べました。

　　　　
12/27
（木）

スポーツ推進委員　東ヶ﨑　道男さん
全国スポーツ推進委員連合功労者表彰受賞を報告

　茨城町スポーツ推進委員会委員長の東ヶ﨑道男さん（大戸）が、11
月末に長崎県で開催された第 53 回全国スポーツ推進委員研究協議会
において、功労者表彰を受賞され、その報告に茨城町役場を訪問しま
した。
　東ヶ﨑さんは昭和 51 年に茨城町スポーツ推進委員（旧体育指導委員）
に就任され、以降子どもフェスティバルや駅伝大会などの各種事業を
中心に、スポーツ活動の拡大と普及に努められ、平成 22 年からは茨城
町スポーツ推進委員会の委員長として活躍されております。

平成２４年度
中学生の税についての作文表彰

　　　　
12/27
（木）

茨城町安全・安心・元気市協議会
新鮮野菜の産直市を水戸市で開催

　茨城町で生産された新鮮野菜などを水戸市内で販売する産直市が、町と茨城県信用組合の主催により、茨
城県信用組合農林水産部（水戸市五軒町）で行われました。
　産直市の開催にあたって挨拶をした小林町長は、「このような水戸の真ん中で茨城町の新鮮野菜を販売でき
ることを感謝します。」と県信の幡谷会長ほか、各関係者に謝辞を述べました。　
　今回の産直市ではレタスや水菜など、30 種に及ぶ茨城町産の野菜をはじめ、涸沼のシジミ、正月用のカニ
やカズノコなどの水産品、モチなどが販売されました。また、試食コーナーでは焼き芋やシジミ汁などが振る
舞われるとともに、餅つきが行われ、威勢のいい掛け声が会場に響きました。
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《
短
歌
》

○�

五
千
キ
ロ
波
に
揺
ら
れ
て
運
ば
れ
し

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
根
性
の
文
字

河
野　

久
子（
昭　

和
）

◦�

幸
せ
を
抱
き
て
過
ぎ
る
年
の
瀬
を
大

病
癒
え
て
思
い
新
た
に

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

◦�

吾
国
の
平
安
祈
り
舞
う
巫み

こ女
の
鈴
の

音
社や

し
ろ

の
奥
に
染
み
入
る

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

�

新
藁
の
匂
う
厨
に
苞
納
豆
作
り
し
亡

母
の
姿
顕
ち
く
る

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

�

晴
れ
渡
る
睦
月
の
空
に
聳
え
立
つ
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
は
平
和
の
証

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

�

ひ
と
ひ
ら
の
落
ち
し
葉
さ
え
も
命
あ

り
掃
き
寄
せ
想
う
冷
え
込
む
朝
に

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

�

満
足
な
五
体
に
還
れ
ぬ
年と

し齢
な
れ
ど

地
下
足
袋
履
け
る
喜
び
が
あ
る

木
野
内
清
太
郎（
神　

宿
）

　

�

木
枯
し
に
舞
い
散
る
落
葉
悠
然
と
我

が
物
顔
で
庭
の
ス
テ
ー
ジ

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

�

被
災
地
に
婆
ち
ゃ
ん
一
人
お
い
て
来

た
語
る
看
護
師
目
を
潤
ま
せ
て

海
老
沢
ミ
ユ
キ（
前　

谷
）

　

�

藁
を
焼
く
煙
た
な
び
く
そ
の
彼
方
沈

む
夕
陽
に
筑
波
が
映
え
る

萩
谷　

光
保（
越　

安
）

（
評
）河
野
さ
ん―

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
さ
れ
た
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
が
、千
島
よ
り
ア
ラ
ス
カ
へ
五
千
キ
ロ
も
海
流
に
運
ば

れ
て
漂
流―

た
だ
よ
い
流
れ
て
、北
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
て
発

見
さ
れ
「
根
性
」と
日
本
語
が
書
い
て
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

持
主
は
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か―

。二
宮
さ
ん―

医
療
例
も

少
な
い
大
病
を
克
服
さ
れ
、明
る
い
気
持
ち
の
中
で
送
れ
た
年
の

瀬
の
喜
び
は
、作
者
の
更
な
る
健
康
に
つ
な
が
る
と
思
う
。岡
山

さ
ん―

日
々
の
平
安
を
誰
も
が
願
っ
て
の
新
年
、巫
女
の
舞
の

鈴
の
音
が
、心
を
洗
う
よ
う
な
静
か
さ
が
一
首
に
流
れ
る
。

《
俳
句
》

○
老
あ
ま
た
輪
投
げ
楽
し
む
小
正
月

清
水　
　

操
（
馬　

渡
）

◦
目
を
つ
む
る
こ
と
多
か
り
し
年
暮
る
る

中
島
三
千
代
（
桜
の
郷
）

◦
除
夜
の
鐘
羽
子
つ
く
音
に
替
わ
り
け
り

岡
山　

一
二
（
上
石
崎
）

　

秋
深
し
書
に
精
を
出
す
夜
も
す
が
ら

高
田　

宗
雄
（
大　

戸
）

　

人
も
風
も
早
足
に
過
ぐ
師
走
か
な

鶴
町
あ
い
子
（
常　

井
）

　

選
挙
カ
ー
列
島
師
走
駆
け
巡
る

浦
井　

正
子
（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

降
り
し
き
る
雪
に
堪
へ
ゐ
る
小
鳥
か
な

野
原　

き
よ
（
昭　

和
）

　

空
分
け
る
凧
の
長
糸
眩
し
か
り

田
口
す
い
子
（
南
川
又
）

　

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
風
に
じ
ゃ
れ
て
る
常
州
路

海
老
沢
ミ
ユ
キ
（
前　

谷
）

　

朝
霜
の
顔
に
眩
し
や
日
の
光
り

萩
谷
彰
一
郎
（
長　

岡
）

（
評
）
清
水
さ
ん―

正
月
に
は
、
七
日
正
月
、
二
十
日
正
月
な
ど
節
目
行
事
が
幾
つ

も
あ
る
。
小
正
月
も
そ
の
一
つ
。
近
隣
の
年
長
者
が
集
ま
っ
て
輪
投
げ
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
中
島
さ
ん―

昨
年
二
〇
一
二
年
は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く

世
界
各
地
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
句
の
と
お
り
で
目
を
つ
む
っ

て
い
た
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
岡
山
さ
ん―

大
晦
日
の
夜
、
百
八
の
鐘
が
鳴
り
終
わ

り
、
新
し
い
年
が
始
ま
っ
た
。
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
羽
子
を
つ
く
音
が
聞
こ
え
て
き

た
と
い
う
。
高
田
さ
ん―

晩
秋
、
夜
更
け
ま
で
書
道
に
精
を
出
し
て
い
る
感
慨
。
鶴

町
さ
ん―

物
の
見
方
に
独
自
性
が
あ
る
。
※
今
月
は
粒
揃
い
の
作
品
と
鑑
賞
し
た
。

　

若
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
が
増
え
て
い
ま

す
。
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
っ
た
か
も
…
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
架
空
請
求

・�

携
帯
電
話
な
ど
に
、
身
に
覚
え
の
な
い
サ
イ

ト
か
ら
支
払
い
請
求
が
き
た
。

・�

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
着
メ
ロ
、
懸
賞
、
占
い

な
ど
の
無
料
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
何
度

か
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
ら
、「
登
録
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
な
ど
と
表
示
さ
れ
、

料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎�

契
約
の
申
込
み
内
容
が
確
認
で
き
る
画
面

が
な
い
な
ど
の
場
合
、
契
約
は
無
効
で
料

金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

退
会
や
登
録
取
り
消
し
の
連
絡
先
が
記
載

さ
れ
て
い
て
も
、
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
！

（
連
絡
を
す
る
と
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ

れ
た
り
、
脅
さ
れ
た
り
す
る
危
険
大
）

　

た
だ
し
・
・
・

　
　

�「
裁
判
所
か
ら
の
支
払
い
督
促
」
や
「
少

額
訴
訟
の
呼
出
状
」
な
ど
の
場
合
は
、

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
場
合
に
よ
っ

て
は
架
空
請
求
で
も
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

・�「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
」「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
・
無
料
体
験
中
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
つ
い
て
行
く
と
、
高
額

な
化
粧
品
な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

・�「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
れ
ば
、
無
料

で
エ
ス
テ
体
験
が
で
き
ま
す
。」
と
呼
び
止

め
ら
れ
、
軽
い
気
持
ち
で
つ
い
て
行
っ
た
ら

数
人
に
囲
ま
れ
、
高
額
な
美
顔
器
や
化
粧
品

な
ど
を
契
約
す
る
ま
で
帰
し
て
も
ら
え
な

若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

か
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎�

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
無
料
」

な
ど
と
い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
、
安
易
に

つ
い
て
行
か
な
い
こ
と
！
ま
た
、
必
要
が

な
け
れ
ば
、「
興
味
が
な
い
」「
必
要
な
い
」

な
ど
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
。

☆
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス（
デ
ー
ト
商
法
）

・�

知
ら
な
い
異
性
か
ら
メ
ー
ル
が
あ
り
、
数
回

や
り
と
り
を
し
た
。
そ
の
後
、
会
う
こ
と
に

な
り
、
そ
の
際
「
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
」
な
ど
と
言
葉
巧

み
に
勧
め
ら
れ
、
嫌
わ
れ
た
く
な
い
の
で
高

額
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。

・�「
当
選
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
指

定
さ
れ
た
場
所
に
行
く
と
、
い
つ
の
間
に

か
英
会
話
の
教
材
購
入
の
話
に
。
断
っ
て
帰

ろ
う
と
し
た
ら
数
名
に
囲
ま
れ
、
長
時
間
勧

誘
さ
れ
、
帰
り
た
い
一
心
で
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎�

知
ら
な
い
人
や
心
当
た
り
の
な
い
人
か
ら

電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
会
い

に
行
っ
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
な
い
こ

と
！

☆
マ
ル
チ
商
法

・�

先
輩
や
友
人
に
「
簡
単
に
儲
か
る
い
い
仕
事

の
話
が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
販
売
組
織
に
加
入

し
、
大
量
の
健
康
食
品
を
学
生
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
購
入
し
た
。
す
ぐ
に
友
人
に
声
を
か
け

た
が
ま
っ
た
く
売
れ
ず
、
友
人
も
い
な
く

な
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎�

「
簡
単
」「
儲
か
る
」
と
い
う
甘
い
話
は
信

じ
な
い
こ
と
！

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
（
２
９
１
）
１
６
９
０　
（
直
通
）

　

２
月
14
日
（
木
）、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
前
11
時
45
分
ま
で
と
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
茨
城
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
に
お
い
て
献
血
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
献
血
の
必
要
性
】

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
科
学
が
進
歩

し
た
現
在
で
も
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、血
液
は
生
き
た
細
胞
で
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
ま
で
も

十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
健
康
な
皆
様
方
の
献
血
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
献
血
の
種
類
】

　

献
血
に
は
、
全
血
献
血
（
２
０
０
ml
・

４
０
０
ml
）
と
成
分
献
血
が
あ
り
ま
す
。

全
血
献
血
は
、
血
液
中
の
全
て
の
成
分
を

採
血
す
る
方
法
で
す
。
一
方
、
成
分
献
血
は

成
分
採
血
装
置
を
使
用
し
て
血
小
板
や
血

漿
と
い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け
を
採
血
し
、

体
内
で
回
復
に
時
間
の
か
か
る
赤
血
球
は

再
び
体
内
に
戻
す
方
法
で
す
。
そ
の
た
め
、

健康増進課
（保健センター）

内　線
420～423

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

成
分
献
血
は
身
体
へ
の
負
担
も
軽
く
，
多

く
の
血
小
板
や
血
漿
を
献
血
し
て
い
た
だ

け
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

【
成
分
献
血
、
４
０
０
ml
献
血
に
つ
い
て
】

　

人
間
の
血
液
は
、
た
と
え
血
液
型
が
同

じ
で
も
一
人
ひ
と
り
微
妙
に
違
い
ま
す
。
こ

の
た
め
複
数
の
献
血
者
か
ら
の
血
液
を
あ

わ
せ
て
一
人
の
患
者
さ
ん
に
輸
血
す
る
ほ

ど
、
副
作
用
（
発
熱
，
発
疹
な
ど
）
発
生

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
成
分
献
血
、

４
０
０
ml
献
血
は
２
０
０
ml
献
血
に
比
べ

て
献
血
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
少
な
い
献
血

者
か
ら
の
輸
血
を
可
能
に
し
、
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
献
血
方
法
と
言
え
ま
す
。

健康増進課（保健センター）２月の予定
日 曜日 事業名 受付時間

4 ～
7 . 9 婦人科がん検診（申込者） 12：00 ～ 13：00

12 火 １歳６か月健診 13：00 ～ 13：30

13 水 健康相談 ９：00 ～ 11：30

14 木
献血（献血カードをお
持ちの方はご持参くだ
さい。）

９：30 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00

15 金 ２歳児歯科検診 13：00 ～ 13：30

22 金 乳児健診 13：00 ～ 13：30

26 火 ３歳児健診 13：00 ～�13：30

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

No.179No.250

大
切
な
『
水
』
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

日
本
は
雨
や
地
下
水
が
多
く
き
れ
い
な

水
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
。
そ
の
た
め
か
私

た
ち
日
本
人
は
、
水
は
空
気
と
同
じ
く
無

尽
蔵
に
あ
る
と
思
い
こ
ん
で
水
の
大
切
さ

を
忘
れ
が
ち
の
よ
う
で
す
。

　

水
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
溶
か
し
こ

む
事
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
汚
れ

や
す
い
」
と
い
う
事
な
の
で
す
。
日
常
生

活
で
出
る
排
水
で
一
番
汚
れ
て
い
る
も
の

は
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
水
で
は
な
く
台

所
の
排
水
だ
そ
う
で
す
。
洗
剤
や
油
や
米

の
と
ぎ
汁
が
混
じ
っ
た
水
が
、
魚
の
住
め

る
水
に
戻
る
た
め
に
は
大
量
の
き
れ
い
な

水
が
必
要
で
す
。
水
の
再
生
の
た
め
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
水
を
な
る
べ
く
汚
さ
な

い
よ
う
気
を
配
り
た
い
も
の
で
す
。《
油

は
絶
対
排
水
溝
に
流
さ
な
い
》
そ
れ
だ
け

で
も
水
質
浄
化
に
役
立
ち
ま
す
。

　

大
震
災
の
時
に
は
茨
城
町
も
断
水
が
長

く
続
き
、
水
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。〝
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ

で
も
水
が
出
る
〟
と
い
う
当
り
前
の
事
が

実
は
す
ば
ら
し
い
事
だ
っ
た
と
身
を
も
っ

て
知
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
ま
だ
二
年

経
た
な
い
の
に
そ
の
心
が
薄
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

　

人
間
の
体
の
70
％
は
水
分
で
で
き
て
い

て
、
大
人
で
は
一
日
２
リ
ッ
ト
ル
の
水
分

補
給
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。
し
か
も
体
重

の
20
％
の
水
分
が
失
わ
れ
る
と
生
き
て
い

け
な
い
ほ
ど
、
水
は
人
間
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
で
す
。
水
質
汚
染
を
減
ら
し
き
れ

い
な
水
を
安
心
し
て
使
い
た
い
で
す
ね
。

　

茨
城
町
で
は
家
庭
排
水
対
策
協
議
会
等

が
水
質
改
善
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
町
民
祭
な
ど
で
『
水
質
汚

染
の
原
因
』
や
『
浄
化
の
取
り
組
み
』
等

を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
タ
ー　

金
子　

真
弓

魚が住める水にもどるのに必要な水量

〇天ぷら油（500ml）� 99,000 ℓ

〇米のとぎ汁（２ℓ）� 1,200 ℓ

〇味噌汁一杯（200ml）� 1,410 ℓ

〇牛乳（200ml）� 3,000 ℓ

※油は、使い切るか、固めて可燃ごみ
へ出しましょう。
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善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

善
意
の
と
も
し
び

▼
善
意
銀
行
へ

〇
金
１
４
，
２
６
９
円
＝
桜
ヶ
丘

団
地
高
年
者
ク
ラ
ブ　

代
表　

押

鴨　

德
明

▼
生
活
訓
練
所
カ
ル
ム
へ

〇
金
３
千
円
＝
平
澤　

妙
子

２月の納税
　〇国民健康保険税１０期（普通徴収分）

　〇介護保険料６期（普通徴収分）

　○後期高齢者医療保険料８期（普通徴収分）

 ※納付期限は２月 28 日です。
・税金は納期内に納めましょう。
・便利で安全な口座振替を推進しています。

職場のトラブルサポートします

働
き
な
が
ら
資
格
が
取
れ
る
。
水
戸

建
築
高
等
職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

　

訓
練
生
は
、
職
場
で
建
築
大
工

職
と
し
て
現
場
作
業
の
実
施
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
３
年
間
就
学
す

る
と
２
級
技
能
士
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
技
能
照

査
（
卒
業
試
験
）
に
合
格
す
る
と

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
10
日
（
水
）

ま
で

▼
対
象
者　

中
学
、
高
校
、
専
門

学
校
を
卒
業
し
て
水
戸
市
周
辺
の

事
業
所
に
建
築
大
工
職
と
し
て
就

職
し
て
い
る
方

▼
授
業
料　

年
間
６
万
５
千
円

▼
申
込
方
法　

所
定
の
入
学
申
込

書
を
事
業
主
を
経
由
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

☎
０
２
９
（
２
２
６
）
０
４
０
５

お
ま
わ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

第
34
回
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
定

期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入

場
無
料
で
す
。

▼
日
時　

２
月
16
日
（
土
）　

午

後
２
時
開
演

▼
場
所　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
水
戸
市
千
波

町
東
久
保
６
９
７
）

【
問
合
せ
先
】　

茨
城
県
警
察
本
部

総
務
課
広
報
広
聴
室

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
０
１
１
０

　

茨
城
県
警
察
音
楽
隊

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
７
０
１
８

「
が
ん
ば
っ
ぺ
茨
城
」
就
職
面
接
会

＆
企
業
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

茨
城
労
働
局
と
茨
城
県
は
、
茨

城
県
水
戸
合
同
庁
舎
で
大
学
生
等

の
就
職
面
接
会
（
25
年
３
月
卒
対

象
）
と
企
業
説
明
会
（
26
年
３
月

卒
対
象
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
事
業
所
の
方
は
２

月
12
日
か
ら
15
日
の
間
に
お
申
し

込
み
を
。
な
お
、
学
生
の
方
の
事

前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時　

３
月
11
日
（
月
）、
12

日
（
火
）　

両
日
と
も
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
日
程　

11
日
午
前
：
就
職
面
接

会
、
11
日
午
後
：
医
療
・
福
祉
分

野
企
業
説
明
会
、
12
日
：
一
般
企

業
説
明
会

【
問
合
せ
先
】

　

茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
８

又
は
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
定
時
制

平
成
25
年
度
生
徒
募
集

　

水
戸
南
高
で
は
、
中
学
校
を
卒

業
す
る
方
に
加
え
、
働
い
た
り
子

育
て
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
高
卒

の
資
格
を
取
り
た
い
方
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
入
試
の
ほ
か
、
学
力
検
査

を
行
わ
な
い
成
人
特
例
入
学
や
、

す
で
に
修
得
し
た
単
位
を
い
か
せ

る
編
入
学
な
ど
の
入
試
方
法
が
あ

り
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

一
般
・
成
人
特
例

入
学
：
２
月
12
日
（
火
）
〜
２
月

14
日
（
木
）

編
入
学
：
２
月
18
日
（
月
）
〜
２

月
22
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

☎
０
２
９
（
２
４
７
）
６
１
７
３

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
、
そ
の
年
度
分
の
税
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
し
て
も
そ

の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
同
様
に
、
４
月
２
日
以
降
に
名

義
変
更
を
し
て
も
、
税
金
は
前
の
所
有
者
に
か
か

り
ま
す
。

　
「
他
人
に
譲
っ
た
」「
以
前
か
ら
放
置
し
て
あ
る
」

「
盗
難
に
あ
っ
た
」
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
て
も
、

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
し
な
い
と
い

つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
左
記
の
場
所
で
速
や

か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

車の種類 必要なもの 手続き場所

原動機付自転車
（125cc 以下）
小型特殊自動車
農耕作業車

廃車
ナンバープレー
ト、標識交付証
明書、印鑑

茨城町総務企画部　税務
課
茨城町小堤1080
☎029－292－1111名義

変更

標識交付証明
書、譲渡証明書、
印鑑

軽自動車（660ccまで
の三・四輪車）

廃車・名義変更の手続
きについては、事前に
右記へお問い合わせく
ださい。

軽自動車検査協会　茨城
事務所
茨城町若宮887－59
☎029－293－9989

二輪の軽自動車
（125cc を超え 250cc
以下）
二輪の小型自動車
（250ccを超えるもの）

廃車・名義変更の手続
きについては、事前に
右記へお問い合わせく
ださい。

関東運輸局　茨城運輸支
局
水戸市住吉町353
☎050－5540－2017

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
減
免

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
、
も
し
く
は
こ
れ
ら
の

方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
で
き
る
自
動
車
は
１
台
で
す
。
普
通
車
（
県
税
）
で
減
免

を
受
け
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
の
方
の
場
合
は
、
本
人
所
有
の
軽
自
動
車
に

限
り
ま
す
。

軽　自　動　車　税　の　減　免　制　度

障害の区分 本人が運転する場合
生計を一にする方又は
常時介護する方が運転
する場合

身
体
障
害
者
手
帳

視覚障害 １級～４級
聴覚障害 ２級、３級
平衡機能障害 ３級
音声機能障害 ３級（こう頭摘出の場合に限る）－
上肢不自由 １級、２級
下肢不自由 １級～６級 １級～３級
体幹不自由 １級～３級、５級 １級～３級
乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

上肢機能 １級、２級

移動機能 １級～６級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこ
う又は直腸・小腸機能障害 １級、３級

免疫機能障害 １級～３級
肝臓機能障害 １級～３級

療育手帳 Ａ又はⒶ

精神障害者保健福祉手帳

１級で次のいずれかに該当する方
・自立支援医療受給者証（精神通院）をお持ちの方
・医療福祉費受給者証をお持ちの方
・障害の治療のため通院されている方

〇
受
付
期
間

　

軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
が
届
い
た
日
か
ら

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

ま
た
、
受
付
期
間
を
過

ぎ
た
場
合
は
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〇
必
要
書
類

　

減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
次
の
書
類

を
添
え
て
税
務
課
（
１

階
６
番
窓
口
）
へ
申
請

し
て
く
だ
い
。

①
軽
自
動
車
税
減
免
申

請
書
（
税
務
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
交
付
さ
れ
た
も
の
）

③
運
転
す
る
方
の
運
転

免
許
証
（
コ
ピ
ー
可
）
④

車
検
証
（
コ
ピ
ー
可
）

⑤
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書

⑥
印
鑑　
　

※
障
害
の
程
度
、
ご
使

用
目
的
に
よ
り
添
付
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 24年度
　　　福祉ヤクルト

　

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会

社
よ
り
、
茨
城
町
へ
車
イ
ス
３

台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

軽自動車・バイクの登録、廃車、名義変更はお済みですか？

●減免を受けることができる障害の程度

【問合せ先】税務課　☎２４０－７１１４（直通）　内線１３４

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪
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　労使間のトラブル（解雇、いじめ嫌がらせ、
労働条件の不利益変更届等）でお困りの皆様の
問題解決のお手伝いをいたします（無料）。詳
しくは茨城労働局企画室（☎０２９－２２４－
６２１２）または、各総合労働相談コーナー（県
下各労働基準監督署内）へ。
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
問
合
せ
先
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間　

２
月
28
日
（
木
）

ま
で

【
問
合
せ
先
】
放
送
大
学
茨
城
学

習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
８
３

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

平成25・26年度入札参加資格定期受付のお知らせ
　平成 25・26年度における茨城町の入札参加資格につい
ては、次のとおり申請受付を実施し、平成25年５月１日か
ら適用します。詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、
町財政課へお問い合わせください。
○申請区分　　建設工事、建設コンサルタント、物品役務
○受付期間　　平成25年２月１日（金）～２月28日（木）
（土日、祝日を除く）
【問合せ先】財政課契約管財グループ
　　　　　　☎２４０－７１２３

　

水
源
と
な
る
森
林
の
保
全
を
目

的
と
す
る
茨
城
県
水
源
地
域
保
全

条
例
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
１
月

31
日
以
降
の
森
林
の
土
地
取
引
に

は
事
前
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
届
出
が
必
要
な
と
き

　

 　

知
事
が
指
定
す
る
水
源
地
域

内
の
民
有
林
の
土
地
（
町
内
で

は
桜
の
郷
・
中
央
工
業
団
地
を

除
く
全
域
）
に
つ
い
て
所
有
権

等
を
有
し
て
い
る
者
が
、
権
利

の
移
転
等
の
契
約
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
と
き
。

◇
届
出
者

　

 　

譲
渡
人
等
（
契
約
に
係
る
土

地
の
所
有
権
等
を
有
す
る
者
）

◇
届
出
期
限　

　
　

契
約
締
結
予
定
日
の
30
日
前

◇
届
出
方
法

　

 　

指
定
の
事
前
届
出
書
を
、
県

央
農
林
事
務
所
林
業
振
興
課
又

は
県
林
政
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
無
届
出
、
虚
偽
届
出
の
場
合
の
措
置

　

 　

無
届
や
虚
偽
の
届
出
が
行
わ

れ
た
場
合
は
氏
名
等
を
公
表
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

茨
城
県
央
農
林
事
務
所
林
業
振
興
課

☎
０
２
９
（
２
３
１
）
２
０
７
９

茨
城
県
林
政
課

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
０
３
１

「
茨
城
県
水
源
地
域
保
全
条
例
」
施
行

　

茨
城
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
森
林
や
湖
沼
・
河
川
を

良
好
な
状
態
で
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
平
成
24
年
度
ま
で
を
課

税
期
間
と
す
る
森
林
湖
沼
環
境
税

を
導
入
し
、
保
全
・
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
森
林
の
整
備

や
水
質
の
改
善
を
図
る
た
め
、
課

税
期
間
を
平
成
29
年
度
ま
で
５
年

間
延
長
し
、
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
税
務
課

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
４
１
８

森
林
湖
沼
環
境
税
の
継
続
に
つ
い
て

「しょうぼうしゃとぼく」

たなか　ゆうま（６歳）

「さんたさんとしゃしん
をとったよ」

さとう　かの（６歳）

ち
び
っ
こ
ア
ー
ト

ひ
ぬ
ま
保
育
園

　

改
正
養
蜂
振
興
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
す
る
場
合
で
も
、
飼
育

届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
花
粉
交
配
用
に
使

用
す
る
時
期
だ
け
ミ
ツ
バ
チ
飼
育

を
す
る
方
の
届
出
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
等
先
】
茨
城
県
農
林
水

産
部
畜
産
課
☎
０
２
９（
３
０
１
）

３
９
９
３

飼
育
届
提
出
先
：
県
央
農
林
事

務
所　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）

３
０
３
４

病
気
に
関
す
る
問
合
せ
：
県
北
家

畜
保
健
衛
生
事
務
所　

☎
０
２
９

（
２
２
５
）
３
２
４
１

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方
へ

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
題
し
て
、
相
続
登
記
に

関
す
る
無
料
相
談
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の

で
、
直
接
司
法
書
士
事
務
所
へ
ご

予
約
く
だ
さ
い
。
各
司
法
書
士
事

務
所
の
連
絡
先
は
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▼
期
間　

２
月
１
日
（
金
）
〜
２

月
28
日
（
木
）（
土
日
・
祝
を
除
く
）

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
場
所　

県
内
の
各
司
法
書
士
事

務
所

▼
内
容　

相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

【
問
合
せ
先
】
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪
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と
な
り
の

　
　

ま
ち
か
ら

水
戸
市

第
１
１
７
回
水
戸
の
梅
ま
つ
り

　

水
戸
の
春
は
梅
の
花
か
ら
。
梅
ま

つ
り
期
間
中
は
偕
楽
園
を
中
心
に
、

野
外
琴
の
会
や
野
点
茶
会
、
撮
影
会

と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
園
内
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

２
月
20
日
（
水
）〜

３
月
31
日
（
日
）

▼
会
場　

偕
楽
園
、
弘
道
館
公
園

協
賛
事
業　

水
戸
の
梅
ま
つ
り
梅
酒

大
会
２
０
１
３

　

全
国
の
酒
蔵
が
出
品
す
る
梅
酒
を

試
飲
（
有
料
）
し
、
投
票
に
よ
り
一

位
の
黄
門
賞
を
決
定
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
８
日
（
金
）
〜
10
日

（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
会
場　

常
磐
神
社

【
問
合
せ
先
】　

水
戸
の
梅
ま
つ
り
実

行
委
員
会

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
０
４
４
１

笠
間
市

第
９
回
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

　

世
界
最
高
峰
の
講
師
に
よ
る
ピ
ア

ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
の
一
部

が
公
開
さ
れ
る
ほ
か
、
講
師
や
受
講
生

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

３
月
21
日
（
木
）
〜

３
月
30
日
（
土
）

▼
会
場　

レ
ッ
ス
ン
：
茨
城
県
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
（
笠
間
市
平
町

１
４
１
０
）、
コ
ン
サ
ー
ト
：
笠
間

公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
笠
間
市
石
井

２
０
６
８

－

１
）

【
問
合
せ
先
】
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

ル
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
６
（
７
７
）
１
１
０
１

不
動
産
公
売
案
内

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、
一
般
の
方
も
参

加
で
き
る
入
札
に
よ
り
不
動
産
を
公
売
い
た
し
ま
す
。

　

午
後
０
時
50
分
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
午
後
１
時

か
ら
入
札
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
当
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

詳
し
い
内
容
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

平
成
25
年
３
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
午
後
２
時

◆
場
所　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
水
戸
市
柵
町
１
丁
目
３
番
１
号
）

公
売
対
象
不
動
産

　

〇
売
却
区
分
番
号　
　

２
４

－

１
３
３

　

〇
見
積
価
額　
　
　

２
，
７
８
０
，
０
０
０
円

　

〇
公
売
保
証
金　
　

２
８
０
，
０
０
０
円

　

〇
財
産
の
表
示
（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

　

・
所
在　
　
　
　

 

茨
城
町
大
字
前
田
字
東
原
１
７
０
７

番
地
６
２
、１
７
０
７
番
地
６
３

　

・
家
屋
番
号　
　

１
７
０
７
番
６
２

　

・
種
類　
　
　
　

居
宅　

事
務
所

　

・
構
造　
　
　
　

木
造
ス
レ
ー
ト
葺
２
階
建

　

・
床
面
積　
　
　

１
階　

１
７
２
．
２
４
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階　
　

５
３
．
８
２
㎡

◆
そ
の
他

　

〇
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

〇 

敷
地
は
建
物
と
所
有
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

公
売
対
象
物
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　
　
　
　
　
（
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
５
階
）

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
１
２
２
１

　
　

http://w
w
w

．ibaraki-sozei

．jp/
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　 ク　サ　ボ　ケ
　　（バラ目　バラ科）

　学名　Chaenomeles japonica Lindl
　写真・文 ／安　昌美

10

再生紙を使用しています

里山に育む生きものたち

　

里
山
の
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
雑
木
林
が
管

理
さ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
一

部
の
林
は
今
で
も
、
落
ち
葉
の
採
取
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
燃
料
の
薪
や
炭
に
焼
か
れ
る

こ
と
は
殆
ど
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
四
季
の

変
化
が
は
っ
き
り
し
、
季
節
の
花
や
昆
虫
が

み
ら
れ
る
楽
し
い
所
で
す
。
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ

な
ど
が
密
生
し
ま
す
と
、
地
表
面
に
光
が
届

か
ず
、
他
の
植
物
の
生
活
す
る
場
所
が
な
く

な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、林
の
下
刈
を
し
て
、

キ
ン
ラ
ン
な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

な
ど
の
報
告
が
各
地
か
ら
あ
り
ま
す
。
町
内

で
も
、
春
先
に
ク
サ
ボ
ケ
の
み
ら
れ
る
林
は

大
切
に
し
た
い
で
す
。

▼
ク
サ
ボ
ケ
と
は

　

ク
サ
ボ
ケ
は
草
木
瓜
と
書
き
、
中
国
産
の

ボ
ケ
（
木
瓜
）
に
比
べ
て
小
さ
い
か
ら
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
木
瓜
は
果
実
の
付
い
て
い
る

時
期
の
状
態
が
、
木
に
瓜
が
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

言
葉
の
響
き
か
ら
の
、「
ぼ
け
」
は
あ
ま
り

よ
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。

　

日
本
固
有
の
バ
ラ
科
の
落
葉
小
低
木
で

す
。
本
州
、
四
国
、
九
州
の
丘
陵
地
の
明
る

い
雑
木
林
の
林
下
や
草
地
に
生
え
ま
す
。
時

に
谷
津
田
の
水
田
脇
の
斜
面
で
花
を
見
る
時

も
あ
り
ま
す
。
花
は
春
に
咲
き
、
そ
の
後
小

さ
な
瓜
状
の
果
実
を
付
け
、
秋
に
は
黄
色
に

熟
し
ま
す
。
こ
の
実
を
シ
ド
ミ
（
酸
実
）
と

呼
び
、香
り
を
嗅
い
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

茨
城
町
で
は
野
曽
、
宮
ヶ
崎
、
近
藤
、
大

戸
、
常
井
、
長
岡
、
南
川
又
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
町
内
に
は
各
地
に
残
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

▼
ク
サ
ボ
ケ
の
仲
間

　

ボ
ケ
属
は
東
ア
ジ
ア
の
中
国
、
朝
鮮
半

島
、
日
本
に
４
種
が
産
し
、
日
本
で
は
ク
サ

ボ
ケ
の
み
が
自
生
し
、
庭
な
ど
に
植
栽
さ
れ

て
い
る
ボ
ケ
は
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
日
本

に
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
ま
す
。
カ
リ
ン
も
中

国
東
部
の
原
産
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

日
本
へ
入
っ
た
か
は
不
明
で
す
。
他
に
中
国

に
マ
ボ
ケ
と
呼
ば
れ
る
種
類
が
あ
り
、
日
本

に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
日
本
特
産
の
ク
サ
ボ

ケ
に
は
白
花
品
や
八
重
咲
き
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
ク
サ
ボ
ケ
の
生
活

　

ク
サ
ボ
ケ
は
地
表
近
く
で
枝
を
分
か
ち
、

あ
ま
り
背
が
高
く
な
り
ま
せ
ん
。
逆
に
刈
り

込
み
に
対
す
る
対
応
は
で
き
て
い
ま
す
。
背

は
低
い
の
に
、
枝
が
太
く
、
が
っ
ち
り
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
に
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、一
つ
の
株
に
２
種
類
の
花
が
咲
き
、

両
性
花
（
め
し
べ
も
あ
る
）
と
雄
性
花
（
め

し
べ
な
し
）
が
混
じ
っ
て
付
い
て
い
ま
す
。

実
が
着
く
の
は
両
性
花
で
す
。

　

実
は
和
木
瓜
と
し
て
生
薬
に
利
用
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
一
般
的
に
は
実
を
適
当
な
厚
さ

に
切
り
、
果
実
酒
と
さ
れ
ま
す
。
果
実
酒
は

食
欲
増
進
、
冷
え
性
、
貧
血
症
、
疲
労
回
復

に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
私
は
飲
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
口
に
入
る
も
の
は

よ
く
調
べ
て
か
ら
が
よ
い
で
し
ょ
う
。


